
 
 
 
 

河川工作物影響評価の中間検討（資料 2） 
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1
9

4
5

6
1

2
0

8
9

1
0

1
1

北
海
道

（
砂
防
）

森
管
局

森
管
局

森
管
局

羅
臼
町

（
取
水
堤
）

北
海
道

（
砂
防
）

森
管
局

森
管
局

森
管
局

森
管
局

4
.0
0

3
.6
0

3
.1
7

0
.0
0

0
.5
7
　
4
.2
9

1
0
.0
0

0
～
1
.6
3

1
.9
8

6
.4
7

4
.0
0

①
滝
（
落
差
）

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
あ
り

阻
害
あ
り

阻
害
あ
り

阻
害
あ
り

②
p
H

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

主
項
目
１
の
評
価

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
あ
り

阻
害
あ
り

阻
害
あ
り

阻
害
あ
り

フ
ロ
ー
１
の
判
断

①
河
川
工
作
物
の
落
差
と
越
流
水
深

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

②
プ
ー
ル
水
深
と
広
が
り

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

主
項
目
２
の
評
価

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

フ
ロ
ー
２
の
判
断

①
水
面
幅
（
平
水
時
）

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

②
水
深
（
平
水
時
）

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

③
河
床
の
組
成

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

④
河
川
形
態

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

⑤
濁
水
の
混
入
の
有
無

な
し

あ
り

（
温
泉
水
）

あ
り

（
温
泉
水
）

な
し

あ
り

（
温
泉
水
）

⑥
水
温

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

⑦
河
川
内
の
礫
上
の
ス
ギ
ゴ
ケ
の
有
無

な
し

な
し

な
し

あ
り

な
し

⑧
湧
水

ー
ー

ー
ー

あ
り

（
温
泉
水
）

⑨
河
畔
林
率

大
中

大
大

大

⑩
枝
沢
の
有
無

あ
り

あ
り

な
し

あ
り

あ
り

主
項
目
３
の
評
価

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

フ
ロ
ー
３
の
判
断

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

次
の
フ
ロ
ー
へ
進
む

２
．
河
川
工
作
物
が
主
原
因

か

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

次
の
フ
ロ
ー
へ
進
む

３
．
上
流
の
遡
上
・
産
卵
・
生

息
環
境
の
有
無

　
　
（
１
ー
１
） 主
項
目

調
査
（
指
標
）
項
目

１
．
河
川
工
作
物
以
外
の
遡

上
、
生
息
阻
害
の
有
無

河
川
工
作
物
評
価
表
〈
フ
ロ
ー
１
，
２
，
３
〉 羅
　
　
　
　
　
　
　
臼
　
　
　
　
　
　
　
川

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流

フ
ロ
ー
２
へ
進
む

フ
ロ
ー
２
へ
進
む

当
面
は
現
状
維
持
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追
１

追
２

1
2

3
追
３

追
４

7
2

2
1

開
発
局

（
ボ
ッ
ク
ス
橋
）

羅
臼
町

(水
路
工
)

森
管
局

森
管
局

森
管
局

羅
臼
町

（
水
路
工
）

羅
臼
町

（
導
水
管
）

森
管
局

羅
臼
町

北
海
道

（
砂
防
）

0
.0
0

0
.2
5

0
.0
0

1
.1
8

3
.0
4

1
.2
2

0
.7
　
1
.3
4

2
.9
8

0
.3
6

8
.0
0

①
滝
（
落
差
）

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

②
p
H

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

主
項
目
１
の
評
価

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

フ
ロ
ー
１
の
判
断

①
河
川
工
作
物
の
落
差
と
越
流
水
深

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

②
プ
ー
ル
水
深
と
広
が
り

な
し

な
し

遡
上
困
難

遡
上
困
難

な
し

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
可
能

遡
上
可
能

主
項
目
２
の
評
価

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

フ
ロ
ー
２
の
判
断

①
水
面
幅
（
平
水
時
）

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

②
水
深
（
平
水
時
）

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

③
河
床
の
組
成

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

④
河
川
形
態

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

⑤
濁
水
の
混
入
の
有
無

な
し

な
し

な
し

な
し

温
泉
水

温
泉
水

温
泉
水

な
し

な
し

⑥
水
温

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

⑦
河
川
内
の
礫
上
の
ス
ギ
ゴ
ケ
の
有
無

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

ー
な
し

⑧
湧
水

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー

⑨
河
畔
林
率

中
中

大
大

大
大

大
小

大

⑩
枝
沢
の
有
無

な
し

な
し

な
し

あ
り

な
し

な
し

あ
り

な
し

な
し

主
項
目
３
の
評
価

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

フ
ロ
ー
３
の
判
断

河
川
工
作
物
評
価
表
〈
フ
ロ
ー
１
，
２
，
３
〉

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

３
．
上
流
の
遡
上
・
産
卵
・
生

息
環
境
の
有
無

下
流
に
あ
る
工
作
物
（
追
１
，
追

２
）
の
「
当
面
は
現
状
維
持
」
と
併

せ
て
考
え
て
「
当
面
は
現
状
維

持
」
が
適
当
。

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

　
　
　
（
１
ー
２
）

主
項
目

調
査
（
指
標
）
項
目

当
面
は
現
状
維
持

栄
　
町
　
の
　
沢

フ
ロ
ー
２
へ
進
む

フ
ロ
ー
２
へ
進
む

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

２
．
河
川
工
作
物
が
主
原
因

か１
．
河
川
工
作
物
以
外
の
遡

上
、
生
息
阻
害
の
有
無

当
面
は
現
状
維
持

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

次
の
フ
ロ
ー
へ
進
む

羅
　
　
　
　
臼
　
　
　
　
川

発
　
電
　
所
　
川

登
　
山
　
川

フ
ロ
ー
２
へ
進
む
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1
2

1
1

追
１

1
2

北
海
道

北
海
道

北
海
道

森
管
局

民
間

（
木
製
）

森
管
局

森
管
局

2
.2
0
  
4
.1
0

2
.7
  
4
.4
0

3
.7
0

2
.3
4

0
.8
2

1
.9
1

2
.0
8

①
滝
（
落
差
）

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

②
p
H

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

主
項
目
１
の
評
価

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

阻
害
な
し

フ
ロ
ー
１
の
判
断

フ
ロ
ー
２
へ
進
む

フ
ロ
ー
２
へ
進
む
フ
ロ
ー
２
へ
進
む

①
河
川
工
作
物
の
落
差
と
越
流
水
深

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

②
プ
ー
ル
水
深
と
広
が
り

な
し

遡
上
困
難

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

主
項
目
２
の
評
価

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

フ
ロ
ー
２
の
判
断

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

フ
ロ
ー
３
へ
進
む
フ
ロ
ー
３
へ
進
む
フ
ロ
ー
３
へ
進
む
フ
ロ
ー
３
へ
進
む

①
水
面
幅
（
平
水
時
）

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

②
水
深
（
平
水
時
）

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

③
河
床
の
組
成

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

④
河
川
形
態

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

⑤
濁
水
の
混
入
の
有
無

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

⑥
水
温

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

⑦
河
川
内
の
礫
上
の
ス
ギ
ゴ
ケ
の
有
無

な
し

あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

な
し

な
し

な
し

⑧
湧
水

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

⑨
河
畔
林
率

小
大

大
大

大
大

大
大

⑩
枝
沢
の
有
無

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

主
項
目
３
の
評
価

環
境
な
し

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ
り

フ
ロ
ー
３
の
判
断

次
の
フ
ロ
ー
へ
進
む
次
の
フ
ロ
ー
へ
進
む

　
　
（
１
ー
３
）

河
川
工
作
物
評
価
表
〈
フ
ロ
ー
１
，
２
，
３
〉

主
項
目

調
査
（
指
標
）
項
目

１
．
河
川
工
作
物
以
外
の
遡

上
、
生
息
阻
害
の
有
無

２
．
河
川
工
作
物
が
主
原
因

か ３
．
上
流
の
遡
上
・
産
卵
・
生

息
環
境
の
有
無

知
徒
来
川

1
～
1
0

森
管
局

（
山
腹
工
）

0
.4
6
～
5
.0
3

　
昭
和
5
6
年
の
台
風
2
4
号
に
よ

り
、
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
土
石

が
直
下
の
民
家
に
被
害
を
及
ぼ

し
た
た
め
設
置
さ
れ
た
工
作
物

で
あ
る
。
ま
た
河
川
勾
配
は
約

1
7
度
で
河
床
延
長
約
7
0
m
間
に

1
0
本
の
工
作
物
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
工
作
物
間
は
三
面
ブ
ロ
ッ

ク
張
り
と
な
っ
て
い
る
。

当
面
は
現
状
維
持

チ
エ
ン
ベ
ツ
川

シ
ョ
ウ
ジ
川

オ
シ
ョ
ロ
ッ
コ
川

フ
ロ
ー
２
へ
進
む

次
の
フ
ロ
ー
へ
進
む

ア
イ
ド
マ
リ
川

フ
ロ
ー
２
へ
進
む

フ
ロ
ー
３
へ
進
む

次
の
フ
ロ
ー
へ
進
む
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（
２
ー
１
）

５
．
下
流
域

の
保
全
対
象

の
状
況

５
．
下
流
域

の
保
全
対
象

の
状
況

５
．
下
流
域

の
保
全
対
象

の
状
況

５
．
下
流

域
の
保
全

対
象
の
状

況

①
滞
留

土
砂
量

②
土
砂

生
産
源
保
全
対
象
の

重
要
性

①
産
卵
床

の
保
全
性
②
生
態
系

の
保
全
性
①
滞
留

土
砂
量

②
土
砂

生
産
源
保
全
対
象
の

重
要
性

①
産
卵
床

の
保
全
性
②
生
態
系

の
保
全
性
①
滞
留

土
砂
量
②
土
砂

生
産
源
保
全
対
象
の

重
要
性

①
産
卵
床

の
保
全
性
②
生
態
系

の
保
全
性
①
滞
留

土
砂
量

②
土
砂

生
産
源

保
全
対
象

の
重
要
性
①
産
卵
床

の
保
全
性
②
生
態
系

の
保
全
性

大
中

中
く
ら
い

大
中

中
く
ら
い

大
中

中
く
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踏
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．
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．
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．
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台
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発
生
し
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大
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な
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受
け
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る
。
ま
た
現
在
も
知
床
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転
石
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台
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道

3
.
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河
川
名
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工
作
物
名

追
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民
間
（
木
製
）

森
管
局

森
管
局

0
.
8
2

主
項
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６
．
改
修
に
伴
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周
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影
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上
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け
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可
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量
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価
項
目

そ
の
他
参
考
事
項

上
流
部
に
は
、
過
去
の
地
滑
り
地
を
抱
え
て
お
り
（
図
示
）
、
下
流
部
に
は
地
滑
性
の
崩
壊
地
が
散
見
さ
れ
る
。
ま

た
、
上
流
部
の
地
滑
り
地
か
ら
出
た
大
量
の
土
砂
が
川
を
堰
き
止
め
て
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
相
泊
沼
が
認
め
ら
れ

る
。

1
.
9
1

2
.
0
8

６
．
改
修
に
伴
う
河
川

周
辺
生
態
系
へ
の
影
響
４
．
上
・
下
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お
け
る
流
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可
能

土
砂
量
の
状
況

６
．
改
修
に
伴
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周
辺
生
態
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へ
の

影
響

2
.
3
4

４
．
上
・
下
流
に

お
け
る
流
出
可
能

土
砂
量
の
状
況

６
．
改
修
に
伴
う
河

川
周
辺
生
態
系
へ
の

影
響

上
流
部
に
は
地
滑
り
地
を
抱
え
て
い
る
（
図
示
）
。
ま
た

河
川
工
作
物
か
ら
魚
止
の
滝
ま
で
の
河
川
延
長
は
6
3
m
。
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ha当り渓
流内滞留
土砂量

擬似掃流力
累積渓流
内滞留土
砂量

ha当り崩
壊地面積

崩壊地
面積

図ー1 図ー4 図ー3 図ー3 図ー2 図ー1

19（道）

４（森）

羅臼川本流 ５（森）

（道19） ６（森）

１（羅）

20（道）

8（森）

羅臼川本流 ９（森）

（森８） 10（森）

11（森）

追１(開)

追２(羅)

１（森）

２（森）

３（森）

追３(羅)

追４(羅)

１（森）

２（羅）

21（道）

１（森）

～

10（森）

１（道）

２（道）

ショウジ川 １（道） 小 小 中 小 中 中 小 中

オショロッコ川 １（森） 小 小 小 小 小 小 小 小

追１(民)

１（森）

２（森）

　　※評価①は、ha当たり渓流内土砂量。評価②は、ha当たり崩壊地面積にそれぞれ重きをおき評価した。

中

小 小

小 小 小 小知徒来川 小 小 小

小 小 小 小

中

小

小アイドマリ川 小 小 小 小 小 小 小

小 小 中 小登山川 小 小 中

小

中

小

小 小

大 中

中 中 中 中 中 中 中

大 中

小 小

小 小 小 中

小小 小

小 小

河川別の流出可能土砂の評価(フロー４)

流域面積

渓流内滞留土砂量の大きさ 土砂生産源の大きさ

評価① 評価②

中

大

河川名
対象河川
工作物
No

チエンベツ川

大 大

発電所川 小 小

栄町の沢
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。
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河 川 名 保全対象 備　　考

羅臼川 取水堤 羅臼町の飲料水利用に占める割合：人口の90％

その他利用：ふ化場用水等

温泉櫓（３カ所）

暖房用等として利用している施設数：７

道路等 国道334号・道道知床公園羅臼線

漁港 入港最盛期10月～11月

前浜に漁場及び養殖施設 漁場：ある 養殖施設： 昆布・ホタテの稚貝

サケマスふ化場 年間放流数：33百万尾（羅臼川他　2河川に放流）

流域の家屋数 ① 286戸 ② 84戸(380戸) ③ 40戸(410戸) 総戸数410戸(倉庫等は除いた)

羅臼川（左岸）～アイドマ
リ川間の屋敷数

 899戸

知徒来川 道路等 道道知床公園羅臼線

漁港 ない

前浜に漁場及び養殖施設 漁場：ある 養殖施設： 昆布・ホタテの稚貝

流域の家屋数    4戸

知徒来川（左岸）～アイド
マリ川間の屋敷数

 413戸

チエンベツ川 道路等 道道知床公園羅臼線

漁港（直接川が流れ込んでいる） 入港最盛期２月～３月

前浜に漁場及び養殖施設 漁場：ある 養殖施設： 昆布・ホタテの稚貝

流域の家屋数    4戸

チエンベツ川（左岸）～ア
イドマリ川間の屋敷数

 239戸

ショウジ川 道路等 道道知床公園羅臼線

漁港 ない。

前浜に漁場及び養殖施設 漁場：ある 養殖施設： 昆布・ホタテの稚貝

流域の家屋数    5戸

ショウジ川（左岸）～アイ
ドマリ川間の屋敷数

 108戸

オショロッコ川 道路等 道道知床公園羅臼線

漁港 ない。

前浜に漁場及び養殖施設 漁場：ある 養殖施設： 昆布・ホタテの稚貝

流域の家屋数    1 戸

オショロッコ川（左岸）～
アイドマリ川間の屋敷数

  57戸

アイドマリ川 道路等 道道知床公園羅臼線

漁港 入港最盛期８月～９月

前浜に漁場及び養殖施設 漁場：ある 養殖施設： 昆布・ホタテの稚貝

流域の家屋数     9戸

アイドマリ川以奥の家屋数     2戸

羅臼町観光統計資料から

※家屋数には番屋含む

※流域の家屋数については、羅臼川は下記の橋により区分する。（氾濫源を橋として想定）
①熊越橋下流域　②湯元橋下流域　③湯の沢橋下流域

保全対象の利用状況等

河口部にある駐車場は、交通遮
断時及び災害用ヘリポートとし
て使用

羅臼町の観光客入り込み数（平成17年１月～12月） 約７５７千人

宿泊施設数：31軒　内温泉利用宿泊施設数：７軒

年最大利用日の船舶数：187隻　　総トン数：2,911t

年最大利用日の船舶数：45隻　　総トン数：289t

年最大利用日の船舶数：79隻　　総トン数：453t

羅臼町人口6,508人、世帯数
2,250戸（平成18年10月末現在）

役場・学校等の公共施設及び国
道・駐車場のヒーテング

利  用 状 況 等
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設
置
等
年
度

昭
和
2
7

昭
和
3
6

昭
和
3
7

昭
和
3
8

昭
和
3
8

昭
和
4
0

〃

昭
和
4
1

〃

昭
和
4
5

〃

昭
和
4
6

昭
和
4
7

昭
和
4
9

昭
和
5
1

昭
和
5
5

昭
和
5
9
～
6
1

昭
和
6
3

昭
和
3
6
年
の
台
風
2
3
号
く
ず
れ
の
低
気
圧
の
襲
来
に
伴
う
下
流
域
の
人
家
等
へ
の
甚
大
な
被
害
を
契
機
に
、

治
山
ダ
ム
２
基
・
砂
防
ダ
ム
１
基
を
設
置
し
、
上
流
の
治
山
ダ
ム
と
下
流
の
砂
防
ダ
ム
で
土
砂
流
出
の
抑
制

を
担
う
。

昭
和
4
5
年
以
降
、
新
た
に
治
山
ダ
ム
（
№
８
～
1
1
）
・
砂
防
ダ
ム
（
№
2
0
、
2
1
）
が
上
流
部
に
設
置
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
現
在
の
治
山
ダ
ム
（
№
４
、
５
）
の
役
割
は
従
前
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
同
治
山
ダ

ム
袖
部
付
近
の
堆
積
物
の
上
に
は
、
昭
和
5
8
年
～
平
成
1
0
年
ま
で
に
３
基
の
温
泉
櫓
が
設
置
さ
れ
、
羅
臼
町

内
の
温
泉
等
の
源
泉
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
施
設
の
保
全
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

治
山
ダ
ム
で
は
流
出
土
石
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
、

砂
防
ダ
ム
で
は
土
砂
流
出
の
抑
制
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役

割
分
担
を
し
て
い
る
。

台
風
2
0
号

集
中
豪
雨

台
風
2
3
号
く
ず
れ
の
低
気
圧

昭
和
4
0
年
の
台
風
2
3
号
に
よ
る
土
石
流
に
よ
り
治
山
ダ
ム
N
o
４
は
埋
没
、
治
山
ダ
ム
N
o
６
は
破
壊
転
倒
。

昭
和
4
0
年
の
台
風
2
3
号
及
び
昭
和
4
1
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
下
流
の
人
家
等
へ
の
甚
大
な
被
害
を
契
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に
、

治
山
ダ
ム
N
o
５
（
破
壊
さ
れ
た
治
山
ダ
ム
№
６
の
直
下
）
、
治
山
ダ
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o
1
0
,
1
1
（
現
在
の
知
床
大
橋
の
上
流

部
）
及
び
砂
防
ダ
ム
N
o
2
0
（
治
山
ダ
ム
№
６
と
№
1
1
の
中
間
）
を
設
置
。

（
平
成
９
年
～
1
0
年
、
漏
水
防
止
の
た
め
の
改
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を
実
施
。
）

治
山
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o
５
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台
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（
降
水
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3
2
8
m
m
/
日
の
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臼
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測
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最
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大
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に
よ
り
、
河
川

が
決
壊
し
下
流
の
人
家
等
に
大
き
な
爪
痕
を
残
す
。
こ
れ
を
契
機
に
し
て
、
支
流
の
登
山
川
に
砂
防
ダ
ム
№

2
1
を
設
置
。

治
山
ダ
ム
N
o
1
0
の
副
ダ
ム
と
し
て
設
置
。

砂
防
N
o
1
9
の
除
石

治
山
ダ
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N
o
４
の
下
流
部
ま
で
約
1
9
,
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㎥
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。
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。
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２
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が
、
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さ
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い
。
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さ
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。
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ダ
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の
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.

羅臼川河口付近の被害状況

湯元橋付近の被害状況

発電所付近の被害状況

本流のダム破損埋没状況

現在の知床大橋付近の被害状況

昭和４０年　台風２３号による被害

昭和４７年　台風２０号による被害

羅臼川の災害状況

昭和３６年　低気圧による被害（10月）
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現在の羅臼川上流部の状況

2006年11月9日撮影

知床大橋

No.10治山ダム

巨石が堆積している
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台
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※
出
典
：
気
象
庁
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P
（
S
5
1
～
H
1
8
)

　
　
　
　
　
北
海
道
気
象
月
報
（
S
2
5
～
S
5
0
）
　
発
行
：
札
幌
管
区
気
象
台

台
風
2
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号
く
ず
れ
の
低
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（
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）
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1
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年
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年
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※
（
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は
、
工
事
期
間

※
最
大
日
雨
量
の
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の
（
 ）
は
、
確
率
年
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